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桜
馬
場
児
童
公
園

整
備
急
ピ

ッ
チ

竹林1000平方米 (約300坪〉

の用地が寄付され竹松部隊の

整地作業によってみごとな敷

地に造成されました。

思庫補助もきまり、 10月ま

でには遊場、日陰棚、遊具10

基が備えつけられ植樹なども

行なわれてりっぱな児童公園

に生まれかわります。

大村では都市計画事業によ

って、大村公園の外!こ児童公

園6カ所が開設されています

近年、桜馬場地区は住宅お

よび人口が増加していく傾向

にありますが、児童の遊び場

がなく、児童公園の設置さi強

く望まれていました。

地元有志の好意により
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大村市農林水産業

農
業
振
興
と
都
市
計
画

〆

，
 

h4
9
 

日
本
の
経
済
は
世

界
で
も
例
が
な
い
ほ

ど
成
長
を
と
げ
、
農

業
部
門
に
著
し
い
影

響
を
あ
た
え
て
い
ま

す
。
農
村
か
ら
の
人

口
の
流
出
農
地
の
無

秩
序
な
漬
廃
、
用
水

路
農
道
な
ど
農
業
用

施
設
の
破
損
な
ど
、

こ
う
し
た
事
態
が
い

ま
や
都
市
近
郊
か
ら

次
方
に
農
林
地
域
へ

と
お
よ
ん
で
い
ま
す

が
、
農
業
の
本
来
の

土

目
的
は
、
生
産
性
の

場

高
い
規
模
の
大
き
い

く

農
業
経
営
に
よ
っ
て

は

他
産
業
な
み
の
所
得

例

を
確
保
し
食
糧
を
安

直

定
的
に
供
給
す
る
こ

川

と
が
農
業
基
本
法
の

郡

掲
げ
る
農
政
の
基
本

目
標
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
業
振

興
地
域
制
度
は
今
後
と
も
農
業
の

振
興
を
図
る
べ
き
地
域
を
あ
き
ら

か
に
し
た
う
え
で
、
農
業
上
の
利

用
計
画
、
土
地
基
盤
の
整
備
、
農

地
保
有
の
合
理
化
及
び
農
業
近
代

化
施
設
の
整
備
を
総
合
的
な
計
画

を
た
て
、
こ
れ
を
推
進
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
他
方
で
は
新
都
市
計
画

法
も
施
行
さ
れ
、
市
街
化
区
域
、

市
街
化
調
整
区
域
の
設
定
な
ど、

都
市
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大

村
市
に
お
い
て
も
合
理
的
な
土
地

利
用
は
農
業
的
利
用
と
都
市
的
利

用
と
が
相
互
に
調
整
さ
れ
、
同
時

に
進
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
可
能
と

な
る
わ
け
で
、
こ
の
制
度
は
農
業

の
側
か
ら
進
め
る
た
め
の
措
置
を

定
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
昭
和
四
十
四
年
度

か
ら
は
じ
ま
り
初
年
度
は
全
国
で

四
百
の
農
業
振
興
地
域
が
指
定
さ

れ
、
大
村
市
と
し
て
も
地
域
の
指

定
を
う
け
ま
す
と
、
関
係
者
の
意

見
を
き
き
、
よ
り
よ
い
振
興
地
域

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
都

市
へ
の
人
口
の
集
中
あ
る
い
は
産

業
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
農
地
や

山
林
が
宅
地
や
工
場
用
地
へ
と
激

し
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
.

こ
の
よ
う
な
激
し
い
都
市
化
現

象
は
今
後
も
続
き
、
昭
和
六
十
年
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ま
で
に
現
在
の
市
街
地
の
三
倍
に

も
ふ
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
市
街
地

の
増
加
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
農

地
山
林
が
宅
地
化
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
す
が
、
現
在
の
宅
地
化
は
、

農
地
山
林
を
あ
た
か
も
虫
が
喰
い
-

あ
ら
す
よ
う
に
無
秩
序
に
行
な
わ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し

た
現
象
は
都
市
開
発
の
う
え
に
色

々
と
困
っ
た
問
題
を
あ
た
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

今
後
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

次
回
か
ら
は
、
こ
れ
ら
を
具
体

的
に
説
明
す
る
と
と
も
に
四
十
四

年
度
ま
で
に
行
な
っ
た
農
林
水
産

諸
施
設
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
い
た

ー
し
ま
寸
す
ノ
ロ

米
生
産
調
整
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

大
村
市
に
お
け
る
米
の
生
産
調

整
に
つ
い
て
は
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
四

百
三
十
八
ト
ン
の
配
分
で
し
た
が

五
月
二
十
日
で
締
切
っ
て
全
量
消

化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

非
常
に
む
づ
か
し
い
事
業
で
す
が

農
協
を
中
心
に
積
極
的
に
取
組
ん

で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

、
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人

す
ま
で
も
な
く
特
に
坂
口
浄
水
場

で
は
硫
酸
バ
ン
ド
ネ
引
用
い
て
原
水

か
ら
不
純
物
を
結
合
出
下
さ
せ
更

に
ろ
過
池
を
通
し
最
後
に
配
水
池

で
塩
素
滅
菌
し
、
安
心
し
て
の
め

る
飲
料
水
に
し
て
み
な
さ
ん
の
家

庭
へ
送
り
つ
や
つ
け
て
い
ま
す
。

水
道
部
で
は
水
道
週
間
の
期
間

中
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
な

い
ま
す
。

ム
浄
水
場
の
一

般
公
開

坂
口
の
浄
水
場
を
公
開
し
ま
す

ム
給
水
栓
お
よ
び
上
部
の
取
替
が

半
額
。
(
た
だ
し
大
村
市
型
の

み
と
し
特
殊
栓
を
除
く
)

道
で
ベ
テ
ラ
ン
が
告
白
し
た
0

ア

パ
ー
ト
空
巣
犯
の
告
白
H
H

を
次
の

と
お
り
掲
載
し
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
ア
パ
ー
ト
を
狙
っ
た
か

O
ア
パ
ー
ト
居
住
者
は
お
互
い
他

人
の
こ
と
に
関
心
が
低
く
、
不

審
に
思
わ
れ
る
お
そ
れ
が
ほ
と

ん
ど
な
い
か
ら
仕
事
が
や
り
や

す
い
。

O
ど
こ
の
ア
パ
ー
ト
も
共
稼
ぎ
夫

婦
や
独
身
者
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
留
守
に
し
て
い
る
室
が
多

く
そ
の
見
分
け
が
簡
単
に
で
き

る。

水
道
が
あ
っ
て
明
か
る
い

昭和45年6月1日

今
日
が
あ
る

六
月
一
白
か
ら
七
日
ま
で
は
水

道
週
間
で
す
。
「
水
道
は
都
市
発

展
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
と
い
わ
れ

日
常
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

施
設
で
あ
り
ま
す
。
大
村
市
の
水

道
の
あ
ゆ
み
と
現
況
に
つ
い
て
ふ

り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
正
の
な
か
ば
四
斗
だ
る
一
杯

の
水
を
二
銭
で
売
り
歩
い
た
頃
人

々
は
赤
痢
や
疫
痢
の
脅
威
に
な
や

ま
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
十
五
年
町

民
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
町
議
会

で
は
水
道
布
設
が
議
決
さ
れ
、
昭

和
三
年
、
給
水
人
口
一
万
人
を
対

象
と
し
て
工
費
十
四
万
円
を
か
け

て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
五
回

に
わ
た
る
誌
張
工
事
が
行
な
わ
れ

今
日
、
給
水
人
口
の
普
及
率
は
約

七
十
五
%
(
九
千
四
百
戸
四
万
二

千
人
)
、
管
の
延
長
は
約
四
十
万

m
(大
村
l
鹿
児
島
問
)
地
下
水

を
く
み
あ
げ
る
ポ
ン
プ
所
十
三
カ

所
浄
水
場
一
カ
所
に
及
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ン
プ
所
は
申
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不
在
の
確
認
方
法

※ 

※ 

※ 

O
カ
ー
テ
ン
や
雨
戸
の
し
ま
っ
て

い
る
状
態
や
電
気
メ
ー
タ
ー
の

回
り
具
合
な
ど
で
確
か
め
る
。

O
夜
間
、
道
路
か
ら
見
て
電
灯
の

つ
い
て
い
な
い
室
に
目
を
つ
け

た
O
南
京
錠
を
ド
ア
に
つ
け
て
い
る

室
は
ひ
と
目
で
不
在
と
わ
か
っ

た。

O
真
先
に
下
駄
箱
を
み
て
中
に
靴

が
な
く
て
ス
リ
ッ
パ
が
あ
れ
ば

不
在
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
.

O
か
も
い
の
上
や
下
駄
箱
、
牛
乳

受
な
ど
に
カ
ギ
が
隠
し
て
あ
る

か
ど
う
か
確
か
め
た
。

国道横断水道管布設工事原口停留所付近にて

一
番
こ
わ
い
防
犯
ベ
ノレ

りおおむ

空
巣
狙
い
の
告
白
グ

行
楽
期
を
迎
え
て
全
国
的
に
盗

犯
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
が
、
長

崎
県
下
で
も
昨
年
中
一
万
十
一
件

の
盗
犯
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
空

巣
狙
い
は
千
五
百
四
十
六
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。
大
村
市
内
で
は
盗

犯
二
百
八
十
二
件
の
う
ち
空
巣
狙

い
が
六
十
七
件
を
し
め
て
い
ま
す

空
巣
狙
い
は
留
守
の
家
を
狙
っ

て
大
事
な
金
や
品
物
を
盗
ん
で
い

き
ま
す
。
家
を
な
る
べ
く
留
守
に

し
な
い
様
に
、
留
守
を
す
る
場
合

に
は
戸
締
り
を
厳
重
に
し
て
お
く

と
と
も
に
近
所
の
人
に
看
視
を
お

ね
が
い
し
た
り
、
防
犯
ベ
ル
な
ど

を
取
り
つ
け
て
泥
棒
の
被
害
を
う
つ

け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

、ν
今
回
警
視
庁
で
検
挙
し
た
空
巣

狙
い
の
常
習
者
、
す
な
わ
ち
こ
の

市政だより(3) 
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市
の
不
用
建
物
を
公
売

一
、
公
売
物
件

④
所
在
地
大
村
市
東
三
城
町
一
七

旧
三
域
小
学
校
々
舎

木
造
瓦
葺
平
家
建
一
棟

六
百
三
十
平
方
米
(
一
八
七
坪
)

①
所
在
地
大
村
市
宮
代
郷
宇
野
中

一
二
八
四
芳
一

旧
萱
瀬
小
学
校
々
舎

木
造
瓦
葺
平
家
建
二
棟

三
百
二
十
四
平
方
米
(
九
八
坪
)

二
、
公
売
の
方
法

一
般
競
争
入
札

三
、
現
地
説
明

三
城
小
学
校
1
昭
和
四
十
五
年

六
月
八
日
九
時
l
十
時

萱
瀬
小
学
校

1
昭
和
四
十
五
年

六
月
八
日
十
一
時
l
十
二
時

四
、
入
札
の
日
時
及
び
場
所

昭
和
四
十
五
年
六
月
八
日
十
三
時

三
十
分

1
十
四
時
市
役
所
第
二

会
議
室
で
行
い
ま
す
.

玉
、
入
札
保
証
金

入
札
額
の
百
分
の
五
以
上
の
現
金

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
財
政

課
管
財
係
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い

尚
当
日
は
印
鑑
持
参
の
こ
と
.

市政だより

交
通
災
害
遺
児
に

教
育
手
当
を
支
給
付
刀

他
都
市
に
先
が
け
て
、
学
校
教

育
法
芳
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校

中
学
校
(
盲
、
ろ
う
学
校
等
の
小

中
学
部
も
含
む
)
の
児
童
で
、
不

幸
に
し
て
、
生
計
を
維
持
す
る
親

等
を
、
交
通
事
故
で
な
く
さ
れ
た

方
に
対
し
て
、
用
額
壱
千
円
の
教

育
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

支
給
の
条
件
は
お
お
む
ね
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
児

童
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
至
急
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
車
両

(
自
動
車
、
パ
・ィ
ク
、
ト
ロ
リ
ー

バ
ス
‘
自
転
車
等
)
に
よ
る
事
故

②
鉄
道
法
に
規
定
す
る
車
両
に
よ

る
事
故
。

③
軌
道
法
の
適
用
を
受
け
る
車
両

に
よ
る
事
故
.

な
ど
に
よ
り
親
等
が
死
亡
さ
れ
た

児
童
で
、
大
村
市
に
引
続
き
一
年

以
上
居
住
し
、
且
つ
、
市
内
の
小

学
校
・
中
学
校
(
盲
、
ろ
う
学
校

等
の
小
、
中
学
部
を
含
む
)
に
在

学
中
の
も
の
に
か
ぎ
り
ま
す
。

但
し
、
父
ま
た
、
母
が
婚
姻
し

た
り
、
遺
児
が
養
子
縁
組
を
し
た

り
し
て
、
他
の
者
に
よ
り
生
計
維

持
が
で
き
る
様
に
な
っ
た
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
.

申
請
の
手
続
き
な
ど
、
〈
わ
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
社
会
課
へ

、
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

未
納
者
へ

国
民
年
金
(
老
令
年
金
)
を
も

ら
う
た
め
に
は
保
険
料
を
年
令
に

応
じ
て
別
表
の
と
お
り
の
納
付
年

数
納
め
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
も
し
納
付
年
数
に
達
し
て
い

な
い
方
は
早
自
に
未
納
分
の
保
険

料
を
納
入
す
る
こ
と
が
有
利
で
す

な
お
七
月
一
日
以
降
か
ら
は
未
納

の
保
険
料
は
一
月
四
百
五
十
円
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

例
老
令
年
金
受
給
に
必
要
な
納

付
年
数

一
生
年
月
旦
昭
和
釘
年

4
月
一

一

一

一1
日
に
於
け
る
一
納
付
一

一

一

年

令

で

あ

ら

は

一

一

一
一
し
た
も
の
で
あ
一
年
数
十

一

一る

一

一

一
大
正

5
年
一
日
才
を
こ
え
る

一

一

Z
月

1
日

一

人

子

戸

一

一以
前
に
生
一

一1
主一

一

れ

た

人

一

一

-
一

一
大
正

9
年
一
羽
才
を
こ
え
印
一
一

一4
月

2
日
一
才
を
こ
え
な
い
一
一

一
か
ら

一人

一

一

天
正
刊
年
一

一日
年一

一4
月

1
日

一

一

一

一
ま
で
に
生
一

一

一

一
れ
た
人

一

一

一

天
正
日
年
一
品
才
を
こ
え
四
一

一

一4
月

2
日
一
才
を
こ
え
な
い

一

一

一

か

ら

一

人

一

一

一

大

正

日

年

一

部

年

一

一4
月

l
E

一

一

一
ま
で
に
生
一

一

一

一
れ
た
人

一

一

一

一
昭
和

5
年

4
月

2
日
以
後
一
部
年
一

一

に

生

れ

た

人

一

以

上

一
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本車向ニ域町 内
科 l東医院 1 2日10

14 i 陽町町眼外
科 !岩崎医院 3435

科 |中島医院 3875

原 口郷内 科田中医院 8260
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乾馬場 外 科 田崎医院 2345 

21 
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科 :藤井医院 i3878 I 
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科
一
内

地
一
町
り

在
一本

通

所
一東

駅

日
一
月

耳一
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獣
医
さ
ん
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日
曜
当
番

且
日
一
当
審
者
一
所
属
一
蜜

六
月
品
旦
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一
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農
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一
旦

一
，
十
診
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所
一
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田
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農
協
一
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一

一
診
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所
一
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一
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一
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田
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農
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一

一
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農
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一
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「
l
i-
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療
-折
「
1
1

農
薬
危
害
防
止
運
動
月

買

ji
 

F
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今
年
は
、
病
害
虫
が
多
発
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
農
薬

を
使
用
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
使
用
す
る
方
は
、
人
体
に
危

害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
薬
は
、
で
き

る
だ
け
使
用
し
、
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
リ
ド
ー
ル

フ
ツ
ソ
!
ル
な
ど
の
様
な
特
定
毒

物
は
、
農
協
で
は
、
今
年
よ
り
販

売
し
て
お
り
ま
社
ん
。

4‘ 

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
の
予
防
接
種

対
象
者
①
第
一
期
の
も
の
(
初
回

免
疫
者
)
生
後
三
カ
月
以
上
た
っ

た
者
で
、
ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が

完
7
し
て
い
な
い
も
の
。

①
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者
)

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。

1 回 i~2回 I3回
諏訪公民館 | 
竹松本町公民館 6 115 I 7 1 6 I 8117 
市立病院
萱瀬出張所 6j 16 I 7 17 I 8 118 
松原出張所
福重出張所 6/17 7/8 8/19 

市 役 所
鈴田出張所 6/18 7 19 8/20 
ニ浦診療所

/ 

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

通
商
産
業
省
で
は
六
月
一
日
現

在
で
商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
は
統
計
法
に
も
と
づ
く

指
定
統
計
調
査
で
全
国
の
卸
、
小

売
業
及
び
飲
食
庖
を
も
れ
な
く
調

査
す
る
も
の
で
統
計
以
外
に
は
使

用
い
た
し
ま
せ
ん
.
調
査
員
が
訪

問
し
て
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の

程
お
願
い
し
ま
す
.

な
お
、
こ
の
期
間
に
接
種
が
出
来

な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領
①
第
一
期
の
も
の
@
三

週
間
お
き
に
三
回
接
種

①
第
二
期
の
も
の
。
い
ず
れ
か
の

日
に
一
回
接
種
.

禁
忌
者
、
脚
気
、
心
臓
、
じ
ん
臓

呼
吸
器
疾
患
、
胸
膜
淋
巴
体
質
の

徴
候
の
あ
る
方
は
、
接
種
前
に
医

師
と
十
分
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

0
時
間
は
い
づ
れ
も
午
后
二
時
か

ら
三
時
ま
で
.

田
植
賃
金
は

農
業
委
員
会
で
は
田
植
賃
金
を

次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ム
田
植
賃
金
(
男
女
共
)
一
日
当

食
事
っ
き
千
百
円
。
ム
賃
耕
料
(

十
ア
ー
ル
当
)
春
田
起
し
二
千
四

百
円
、
植
代
掻
き
千
二
百
円
、
麦

田
起
し
、
そ
の
他
起
し
千
七
百
円

‘ 


